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研究成果の概要（和文）：第一に、スパムメール、親密な関係を扱った小説、日常会話を分析し、

「女ことば」や「男ことば」が、異性愛規範に沿ったセクシュアル・アイデンティティ構築に

利用されていることを明らかにした。第二に、マスコミの多様なセクシュアル・アイデンティ

ティ遂行とことばの実践を考察し、その歴史的な変動を明らかにした。第三に『ことばとセク

シュアリティ』（邦訳）を出版した。第四に、多くの国際学会でこれらの研究成果を発表した。 

 

研究成果の概要（英文）：First, by analyzing spam-emails, novels dealing with intimate 

relationships, and natural conversation, we have demonstrated that Japanese women’s and 

men’s languages are used to construct sexual identities conforming to heteronormativity. 

Second, we have studied linguistic performances of sexual identities in mass media and 

delineated how the performed identities have been historically transformed. Third, we 

have published the Japanese translation of Language and Sexuality. Fourth, we have 

presented the results of these studies at many international conferences. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)近年の言語とジェンダー研究は、二つの
大きなパラダイム変換を経験した。一つは、
言語をアイデンティティ構築の際に利用で
きる資源とみなす視点である。ポスト構造主

義以降、言語行為は、あらかじめ付与された
ジェンダーに基づいているのではなく、話し
手が様々なジェンダー・アイデンティティを
創造する実践とみなされた。 
(2)二つ目のパラダイム変換は、セクシュア
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リティへの注目である。言語とジェンダーの
関係を明らかにするためには、異性愛に埋め
込まれたジェンダーの支配関係を考慮する
ことが不可欠であることが主張された。  
しかし、これら二つのパラダイム変換が日

本語研究に十分反映されているとは言い難
い。 
 

２．研究の目的 
(1)本研究は、大きく四つの目的を持ってい
る。第一は、セクシュアル・アイデンティテ
ィを構築する資源としての日本語の特徴を
明らかにすることである。 
(2)第二は、日本語に刻まれている異性愛が、
どのように乗り越えられているのかを分析
することである。 
(3)第三は、セクシュアリティの側面から日
本語を分析する重要性を国内に発信するこ
とである。 
(4)第四は、日本語がことばとセクシュアリ
ティについて明らかにできる理論的貢献を
国外に発信することである。 
 
３．研究の方法 
(1)第一の目的のためには、小説・翻訳・教
科書・文法書などをデータとして使用し、語
や文の単位を超えた言語使用を対象とする
談話研究の手法で分析する。 
(2)第二の目的のためには、メディア、なら
びに、インタビューをデータとして使用し、
談話研究の手法で分析する。 
(3)第三の目的のためには、Deborah Cameron 
& Don Kulick 著 Language and Sexuality 
(Cambridge University Press 2003)の邦訳
を出版する。 
(4)第四の目的のためには、国際学会におけ
る報告、ならびに、学会誌への寄稿を行う。 
 
４．研究成果 
(1)上記の四つの研究目的に沿って、研究成
果を述べる。第一の目的は、セクシュアル・
アイデンティティを構築する資源としての
日本語の特徴を明らかにすることであった。
そこで、日本語の「女ことば」と「男ことば」
が異性愛アイデンティティを構築する言語
資源としてどのように使用されているのか
を、スパムメールをデータに分析した。その
結果、「女ことば・男ことば」は直接異性愛
の性的欲望を表現する資源としては使われ
ていないことが明らかになった。ていねいで
間接的な「女ことば」は、女性は自分の性的
欲望を直接表現しないという異性愛規範に
沿って機能しており、男性に女性の性的欲望
を解釈させ、女性が性的主体性を放棄する結
果を導いている。一方、「男ことば」は、男
性が女性に性的欲望をアピールするために
使われるというよりも、男性同士がホモソー

シャルな親しさを醸造するために使われる。
自然な衝動だと理解されがちな性的欲望の
表現も、異性愛規範のコードに従っている。
日本語の伝統として肯定的に捉えられるこ
との多い「女ことば・男ことば」も、異性愛
規範の再生産に好都合の言語資源として機
能しているのである。この研究を 2008 年に
国際ジェンダー言語学会で発表した結果、高
く評価され、学会発表者の一部が執筆してい
る Femininity, Feminism and Gendered 
Discourse.に収録された。 
 また、実際の男女が話す日常会話を日本社
会に流布するジェンダー規範意識との関連
から分析した。談話分析の手法を用いて会話
の話題展開の仕方に注目し、参加者がどのよ
うに会話の主導権を握り、相手をどのように
遇するのか、すなわち、位置取りの分析を行
い、その後、それらの会話データを提示して
印象調査を行った。その結果、男同士の会話
では、お互いが主体的にリードする立場を奪
い合う形で会話を進めること、女同士の会話
では双方の了解を探りながら会話を進めて
いくことが分かった。さらに主体的に会話を
リードする試みを行わない男性話者への評
価が低くなることも判明した。これは、男ら
しさ・女らしさに関して流布している言説が
会話方略にも具現化されていることの証で
あり、規範意識という目に見えない価値が具
体的な会話場面で日々再生産されているこ
とが明らかになった。この成果は 2010 年の
アジア学会、国際ジェンダーと言語学会、マ
レーシア国際外国語学会、2009 年の国際語用
論学会、2008 年の国際ジェンダーと言語学会
で発表した。 
 また、小説メディアの表象研究を行い、「女
ことば・男ことば」や呼称という手段を通じ
てジェンダー規範が維持されている様を明
らかにした。とくに親密性意識の変化に伴っ
て親子や恋人といった親しい人との間で交
わされる会話に変化が生じていることを指
摘した。そこでは、「女ことば・男ことば」
が話者の性別と結びつくというよりは、登場
人物の性格を描き分ける手段として用いら
れるようになっていると同時に、恋人という
枠の中では従来型のジェンダー規範が堅持
されている様が明らかになった。この成果は
2008年の国際ジェンダーと言語学会、日本語
用論学会で発表を行った。 
 さらに、バラエティ番組の分析を通して、
ゲイコミュニティに親しまれている「オネエ
言葉」がタレントに使われることにより、「オ
ネエキャラのことば」という新たなスタイル
へと変動していることが確認できた。そこで
は、マスコミにおける新たなるジェンダー・
セクシュアリティの表象を可能にしつつも、
「お笑い」というジャンルに囲い込むことに
より逆説的に異性愛規範を強化する働きを



も秘めていることが見えてきた。 
 (2)第二の目的は、日本語に刻まれている異
性愛が、どのように乗り越えられているのか
を分析することであった。そこで、大手新聞
等におけるセクシュアルマイノリティ話者
の言語表象を考察し、その歴史的変遷を追っ
た。その結果、70 年代では「おかまの話し方」
として蔑視されていた言葉が、90 年代のゲ
ィ・ブームを経て週刊誌などで、ゲイコミュ
ニティ内で使われている特殊なことばとし
て登場し、2000年前後におネエキャラの知名
度と人気が増加するとともに、「オネエ言葉」
が徐々に認識度を上げ、「おネエキャラのこ
とば」として主流メディアへと超越していっ
たことが明らかになった。その半面、セクシ
ュアルマイノリティ話者のインタビューか
らは、メディアに登場するスタイルとコミュ
ニティで使われているスタイルが一致して
いないことも見えてきた。セクシュアルマイ
ノリティの話し手は、日本語に刻まれている
異性愛の言語資源を取り入れながら、その意
味の複合性を生かし、異性愛規範をときには
逸脱し、ときにはパロディ化する形で、異性
愛規範を切り抜けて乗り越えていることが
明確になった。この研究成果は、2009 年の国
際語用論学会、2010 年の国際ジェンダーと言
語学会並びに 2010 年のクィア学会で発表さ
れ、2011 年に単著の予定がある。 
 今後も、ジェンダーで明確に区別された
「女ことば・男ことば」を持つ日本語が異性
愛を再生産するメカニズムを明らかにする
ことで、言語とセクシュアリティのかかわり
に理論的な貢献ができると考える。 
(3)第三の邦訳書は、2009 年に『ことばとセ
クシュアリティ』として三元社より出版した。 
(4)第四の学会発表は、科研費の補助をいた
だいたおかげで以下の学会において発表し、
日本語研究の重要性を主張することができ
た。2008 年度は、ニュージーランドのビクト
リア大学で開催された第5回国際ジェンダー
言語学会でパネル発表と個人発表を行った。
2009 年度は、カナダのブリティッシュ・コロ
ンビア大学で開催されたカナダ人類学会、オ
ーストラリアのメルボルン大学で開催され
た第 11 回国際語用論学会、ならびに、アメ
リカのフィラデルフィアで開催されたアジ
ア研究学会で発表を行った。2010 年度は、本
研究グループが第6回国際ジェンダー言語学
会の東京大会を主催し、発表を行った。また、
マレーシアのプトラジャヤで開催されたマ
レーシア国際外国語学会、ならびに、アメリ
カのホノルルで開催されたアジア研究学会
で発表を行った。研究計画では、2010 年に学
会誌への寄稿を予定していたが、応募するに
至らなかった。引き続き研究を継続し、寄稿
したい。 
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